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 1. まず GPS が届いたら確認していただく事（GPS の動作確認） 
 

℡GPS 受信機の動作確認 
 
・まずは、上空の開けた所（庭、駐車場等）で以下の動作確認をし

て下さい。 
・夜間の場合は、電源スイッチを再度押し、バックライトを点灯してく

ださい。 
 

 1.1. GPS 衛星捕捉の確認 
 
・[電源キー]を Map60 が起動するまで長押しします。 
 
（GERMIN の文字が表示されます。電子音がピピッと鳴れば OK
です。） 
 
・「測位中お待ち下さい」の画面に切り替わります。 
・この状態で数分お待ち下さい。（5 分～10 分） 
 
・「衛星状態ページ」が表示されますので 
・下部のシグナルバー（縦棒）の中に「D」のマークが表示される 
 まで、数分お待ち下さい。 
・表示されれば、MSAS 受信状態で、測位精度が５ｍ程度に 
 向上します。 
 
℡ 山林測量の開始前には、測量精度の向上 のため、 
必ず MSAS 受信状態を確認して下さい。  
   （誤差：１０～２０ｍ ＝＞ ５～１０ｍ） 
但し、山林内で測量中に条件によりましては、MSAS が無効になる

ことがあります。ポイントを登録する際には、2~3 分静止して行いま

すが、MSAS が無効でもポイントを登録して下さい。 
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 1.2. ポイントの登録 

 
・【ページ】キーを押し、「地図ページ」を表示します。 
 
・【登録】キーを押しします。 
 
・「ポイント記録」ページが表示されます、 
 【ロッカー】キーを左に 2 回押し、  
「平均」に合わせ【実行】キーを押します。 
 
・この状態で 10 秒待ちます。（下の「測定カウント」が 10） 
・【実行】キーを押しますと、元の「ポイント記録」ページに戻ります。 
・【ロッカー】キーを右に 2 回押し、【実行】キーを押します。 
 
☆「地図ページ」が表示され、ポイントのマークが表示されれば OK
です。 
 
℡この「平均」は、使わなくても測量できますが、山林内ではどうして

も精度が悪くなりますので、「平均」を使うと精度が良くなります。 
 
 

 1.3. ポイントの削除 
 
基本的には、一度登録したポイントは削除しないで下さい。 
 
山林測量で間違ってポイントを記録した場合は、ポイント№を 
メモしておいて、GPS 返却時に不要なポイントを同封願います。 
 （こちらで不要なポイントは、削除します） 
 （事前テストで作成したポイントは、削除しなくてもかまいません。） 
 
どうしても削除する場合は、マニュアルをよく読んで行い、 
全てのポイントを削除しないように気を付けてください。 
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 1.4. 軌跡の確認 

 
・「地図ページ」を表示させて下さい。（[ページ]キーを何回か押す） 
 
・[イン・アウト]キーの[イン]を何回か押し、地図を最大まで拡大してください。 
・この状態で、ゆっくりと歩いてください。 
 
・赤色の小さな点の連続が、軌跡として表示されていきます。 

 
℡この軌跡は、測量には関係ありません。あくまで参考ですので、削除しなくても結

構です。 
 
 
℡このとき地図上の現在位置が大きくずれている場合は、何か問題がありますので

早急にご連絡下さい。 
 
原因としては、GPS 衛星の受信状態が悪い場合があります。 
上空の開けた所でテストを行って下さい。 
 

 1.5. お願い 
 
℡必要な設定は、予め行っておりますので、「設定メニュー」などで設定を変えないよう
にしてください。測量が出来なくなる事があります。 
 
℡よく分からないページや設定画面が表示されたら【戻る】キー又は【ページ】キーを何

度か押すと、元のページや[地図]ページに戻ります。 
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 2. 山林測量 
 
 2.1. 携帯品の点検 

 
・出発前には必ず携帯品の点検を行って下さい。 
 
携帯品： 
 * GPS 受信機 
 * このマニュアル 
 * 予備の乾電池 単三アルカリ・・・2 本 （お客様でご準備下さい。） 
 * ﾏｰｷﾝｸﾞ用のペイントや墨、筆 
 * お弁当、お茶、ナタ、カマ、等 
 

 2.2. GPS 受信機の電源投入及びウォーミングアップ（約 10 分） 
 

・まず上空の開けた所で、[電源]キーを長押して、電源を入れます。 
 
・GPS 衛星が捕捉され、「シグナルバー」に「D」が表示されれば、MSAS 受信状態

で、ウォーミングアップ完了です。 
 
℡携帯電話の電源は、OFF にして下さい。携帯電話の機種により、混信を起こし測

位精度が悪くなることがあります。 
（GPS 衛星の電波と携帯電話の周波数が近い場合に起こります） 
 
 また、複数の GPS 受信機を近づけると、同様に測位精度が悪くなることがありま

す。 
 

 
 

☆このままの状態で山林測量に向か

います。 
 
・GPS 受信は、腰のホルダー又はポケットに入れ

てて移動してください。 
 
 
・車で移動する場合は、窓際で保持すると精度が

上がります。 
 
・山林までの軌跡が残り、分岐の複雑な林道など

の場合に便利です。 
 
 

ここを押すと外れます 

カチッと音がする

まで、差し込む 
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 2.3. 山林測量の開始 

 
 2.3.1. 山林測量の手順 

 
・山林の入り口に到着しましたら、最初のポイントを記録します。 
 
・境界線上を歩きながら約２０ｍで、次のポイントを記録します。 
 
・ポイント間の移動時は、GPS を手持ちで水平又は垂直に保つと、GPS 衛生の電

波をロスト（受信切れ）しなく精度が向上します。（Map60CSx の場合） 
 
・境界線が複雑に変化（折れ曲がっている場合）している場合は、変化点でポイント

を記録して下さい。 
 
・崖や倒木などの障害があるときは、無理をせず迂回して、次のポイントに移動して

下さい。 
 
・境界線から離れて歩いた場合、軌跡も境界線から離れて記録されますが、ポイン

トの記録には関係ありません。 
 
・山林を一周すれば、終了です。 
 
・別の山林に移動する時も、電源は切らずにそのままで OK です。 
 
・一日の測量が終了しましたら、そのまま電源をお切り下さい。 
・データはメモリに記憶されていますのでご安心下さい。 
 

 2.3.2. 測量時の注意点 
 
・移動してポイントで立ち止まったとき、すぐにポイントを記録せず、ポジションアイコ

ン（▲）の動きが落ち着いてから記録すると、測位精度が良くなります。 
 このアイコンの周りの円は、誤差の範囲を表しています、円が小さいほど誤差が

少なく、測位精度が良い。 
 
・もしも、GPS 衛星の信号が途切れましたら、立木の間隔で上空が少しでも開けた

所を探してください。（GPS 受信機は、南向きに使用すると受信し易くなります。） 
 
（尾根や山頂では、比較的衛星の受信数が多く、安定しておりますが、谷間に下り

ますと衛星の受信数が少なくなり、受信状態が不安定になります。これは GPS 測量

の弱点です。） 
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参考）クイックスタートガイド 
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